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◎ ボルデテラ属 Gmus Bordetella

o百 日咳菌 Bordetella pertussis
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〔病態〕

菌は気管支の線毛上皮細胞に付着して増殖、毒素を産生する。
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② 痙咳期 2～ 4週間

百日咳特有の咳が出現する。
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③ 回復期 2週間 ～数ヶ月

咳発作は稀となる。
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〔治療〕

カタル期のマクロライド系薬剤の投与は有効だが、痙咳期の投与は病状の改善は望めないが、

菌のFIl上の目的で投与すべき。

〔予防〕

FIIAと PTか らなるコンポーネ ン トワクチ ンが DPTワ クチンに用い られてい る。

野は寧ち午1,ら 、


